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目標と施策の方向
計画では､ 平成27年度を目標に､ できる限り具体的な数値目標を設定し､ 施策の方向を示して
います｡
【主な目標指標】

基本施策 指標の内容 現状 目標 (H27)

車の排気ガス等の軽減 低公害車の導入 (公用車) 39台 70台

河川の環境改善
水洗化率 (接続人口/市全人口) 50.5％ 70.0％

河川・水路の清掃活動 (延人数) 5,000人/年 10,000人/年

不法投棄・ポイ捨て対策
パトロール強化 (延人数) 100人/年 1,000人/年

ポイ捨てごみの一斉清掃 (延人数) 12,400人/年 30,000人/年

ごみの減量化 ごみ処理量の削減 (削減率) 10,900ｔ/年 8,700t/年 (20％減)

動植物保護のための調査
と環境整備

市域の希少な動植物の生息生育環境の
保全

－
動植物の調査と生息地図の
作製

里山景観の整備・再生 望ましい里山景観の保全・再生
さとやま景観条例の制定と
実行､支援制度の導入

休耕地を含めた農地の有
効活用

耕作放棄地面積 400ha 200ha

農地利用集積の促進 20％ 40％

森林の整備と有効活用

森づくり事業における森林整備 1,300ha (計画期間)

造林事業の推進 53ha 280ha (計画期間)

間伐事業の推進 964ha 8,000ha (計画期間)

バイオマスの活用

廃食用油のバイオディーゼル燃料による
利活用量

18kl/年 20kl/年

ペレットストーブの導入 111台 1,000台 (計画期間)

木質バイオマスの利活用推進 (間伐材等
利用量)

27ｔ/年 30,000ｔ/年

廃棄物の有効活用
牛糞の堆肥化利用 (利用率) 84％ 90％

一般廃棄物のリサイクル率向上 (リサイ
クル率)

38％ 55％
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行政・市民・事業者が協働して環境保全

市市はは､､ 将将来来ににわわたたっってて､､ よよりり良良いい生生活活環環境境をを残残ししてていいくくたためめ､､ ｢｢庄庄原原市市環環境境基基本本計計
画画｣｣ をを策策定定ししままししたた｡｡
市市内内でではは､､ 今今､､ 山山林林やや農農地地のの荒荒廃廃がが進進みみ､､ 不不法法投投棄棄ややポポイイ捨捨てて､､ ごごみみのの違違法法なな野野焼焼
ききななどどがが行行わわれれてていいまますす｡｡ ままたた､､ 便便利利ささをを求求めめ続続けけるるわわたたししたたちちのの生生活活がが､､ 自自然然破破壊壊
やや地地球球温温暖暖化化ななどど､､ 地地球球規規模模ででささままざざままなな環環境境問問題題をを引引きき起起ここししてていいまますす｡｡
ここのの計計画画はは､､ 行行政政・・市市民民・・事事業業者者がが協協働働ししてて取取りり組組むむべべきき環環境境施施策策をを示示ししてておおりり､､
総総合合的的・・計計画画的的にに環環境境問問題題のの解解決決をを図図りりまますす｡｡
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図
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図
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あ
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し
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る
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の
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築

里
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資
源
を
有
効
活
用
し
、
循
環
シ
ス
テ
ム
型
の
産
業

を
起
こ
す
こ
と
に
よ
り
、
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
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